
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
竜
王
町

雪
野
山

愛
称
「
ヒ
ノ
キ
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
山
で

す
。
昭
和
五
八
年
に
区
民
一
人
一
人
が
植
林

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
二

十
数
年
手
も
付
け
ら
れ
ず
、
ヒ
ノ
キ
が
所
狭

し
と
生
え
た
ま
ま
の
林
内
に
は
下
か
ら
竹
が

生
え
始
め
荒
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ヒ
ノ
キ
山
の
他
に
も
、
竜
王
町
を
見
渡

す
と
、
松
枯
れ
な
ど
に
よ
り
緑
の
様
子
が
変

わ
っ
て
い
く
姿
を
み
て
、
緑
と
文
化
の
町
竜

王
町
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
「
川
守

里
山

を
愛
す
る
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

再
び
、
雪
野
山
に
た
く
さ
ん
の
人
が
ハ
イ

キ
ン
グ
に
来
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

ま
ず
、
平
成
十
六
年
か
ら
三
ケ
年
計
画
で
、

七
．
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ヒ
ノ
キ
林
の
間
伐
・

枝
打
ち
に
着
手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
青
・
壮

年
会
と
町
の
協
力
を
得
て
、
松
く
い
虫
で
枯

れ
た
松
を
除
去
し
た
跡
地
に
、
ヒ
ノ
キ
苗
を

植
え
て
下
草
刈
り
な
ど
の
施
業
を
数
年
行
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
当
グ
ル
ー
プ
で

力
を
入
れ
て
活
動
し
て
い
る
ヒ
ノ
キ
山
付
近

で
は
、
竹
が

こ
れ
以
上
は

い
ら
な
い
よ

う
に
散
策
路

を
作
成
い
た

し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま

で
に
、
一
．

五
キ
ロ
整
備

し
ま
し
た
。

間
伐
作
業
で

得
た
間
伐
材

を
使
っ
て
地

元
の
バ
ス
停

びわ湖材利用・優良事例紹介

近
江
八
幡
市
、
東
近
江
市
、
竜

王
町
の
２
市
１
町
に
ま
た
が
る

山
で
、
標
高
は
３
０
９
ｍ
、
西
側

を
日
野
川
が
、
東
に
白
鳥
川
が
流

れ
て
い
ま
す
。
高
さ
は
低
い
な
が

ら
独
立
し
て
お
り
、
さ
な
が
ら
蒲

生
野
に
浮
か
ぶ
船
の
よ
う
な
姿

で
す
。
南
北
に
細
長
く
、
中
央
付

近
で
東
西
を
結
ぶ
「
雪
野
山
ト
ン

ネ
ル
」
が
通
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
付
近
は
、
太
古
か
ら
の
歴

史
が
深
く
、
多
数
の
古
墳
が
東
近

江
市
側
と
竜
王
町
側
で
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。
山
頂
に
あ
る
前
方

後
円
墳
は
４
世
紀
頃
の
も
の
で
、

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
石
室
の
内

部
を
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
今
は
埋

め
戻
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
石

室
の
複
製
が
麓
に
あ
る
「
妹
背
の

里
」
に
あ
り
、
内
部
の
状
況
も
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

最
も
南
の
小
峰
に
は
、
戦
国
時

代
に
こ
の
地
方
を
支
配
し
て
い

た
六
角
氏
の
１
０
０
個
あ
っ
た

城
の
一
つ
で
あ
る
野
寺
城
跡
が

あ
り
ま
す
。
織
田
信
長
と
の
軍
事

緊
張
の
時
に
作
ら
れ
た
も
の
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
現

在
は
城
の
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
場

所
は
平
坦
に
な
っ
て
い
る
の
が

わ
か
る
程
度
で
す
。

雪
野
山
の
植
生
は
コ
ナ
ラ
、
ア
カ
マ

ツ
、
タ
カ
ノ
ツ
メ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
マ
ン
サ

ク
等
多
様
な
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。

東
近
江
市
側
と
竜
王
町
側
ど
ち
ら
か

ら
も
登
山
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

所
々
に
案
内
板
や
休
憩
所
お
よ
び
展
望

台
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
歩
き

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

駐
車
場
は
竜
王
町
側
は
「
妹
背
の
里
」

に
、
東
近
江
市
側
は
「
雪
野
山
歴
史
公

園
」
に
駐
車
で
き
ま
す
。

山
頂
ま
で
は
ど
ち
ら
か
ら
も
１
～
２

時
間
程
度
で
到
着
で
き
ま
す
。（

上
田
）

滋賀県内の森林で、間伐材を搬出して利用していく動きが活発化しています。今まで市場

にあまり出回らなかった県産材の流通が期待されます。そこで、びわ湖材利用の優良事例紹

介をシリーズ化することにしました。皆様の生活にもぜひ県産材をご利用ください。 （山本あ）

中部森林整備事務所ＨＰ→http://www.pref.shiga.jp/yokaichi-pbo/ringyo/

森林の所有者届出制度が４月からスタートします!

年
事
業
と
し

て
完
成
さ
せ

た
も
の
で
す
。

ま
た
、
間

伐
材
を
散
策

路
の
両
サ
イ

ド
に
置
き
、

町
に
借
用
し

た
チ
ッ
プ
機

で
作
成
し
た
チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め
ま
し
た
。
残
っ

た
チ
ッ
プ
で
腐
葉
土
を
作
り
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫

を
た
く
さ
ん
の
人
に
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
土
を
杉
の
木
と
二
か
所
に
残
し
た
竹
林
に
撒

き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
良
い
土
を
頂
い
た
の
で
、

台
風
や
雨
で
荒
れ
た
チ
ッ
プ
ロ
ー
ド
を
一
キ
ロ
補

修
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
二
～
三
年
前
か
ら
ナ
ラ

枯
れ
が
始
ま
り
、
風
等
の
後
に
は
た
く
さ
ん
の
枝

が
落
ち
る
の
で
い
つ
も
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

安
土
に
あ
る
教
林
寺
の
竹
林
の
中
の
も
み
じ
に

感
動
し
、
散
策
路
の
両
脇
に
モ
ミ
ジ
の
幼
木
を
冬

に
植
え
、
あ
る
場
所
に
は
ア
ジ
サ
イ
と
草
花
も
植

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
谷
川
の
水
路
を
利
用
し

て
作
業
を
し
な
が
ら
十
年
く
ら
い
た
て
ば
モ
ミ
ジ

等
が
美
し
く
育
つ
姿
を
夢
見
て
い
ま
す
。
あ
ま
り

手
を
入
れ
す
ぎ
る
と
自
然
が
壊
れ
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
ほ
う
が
良
い
の
で
は
と
思
い
な
が
ら
も

多
く
の
人
達
が
四
季
折
々
の
姿
を
変
え
る
風
景
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
初
期
に
手

が
け
た
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
・
枝
打
ち
も
二
度
目
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
木
が
大
き
く
成
長
し

ま
し
た
の
で
、
森
林
整
備
の
方
に
お
願
い
し
て
、

私
達
は
散
策
路
等
の
整
備
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
町
の
ほ
う
で
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
お

手
伝
い
し
な
が
ら
こ
れ
ま
た
期
待
を
し
て
お
り
ま

す
。

（
里
山
を
愛
す
る
会

中
江
）

昨年４月の森林法改正により、今年４月以降、新たに森林の土地の所有者と
なった方は市町長への事後届出が義務付けられました。

届出対象者
個人・法人を問わず、売買や相続等により森林の土地を新
たに取得した方は、面積に関わらず届出をしなければなり
ません。ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契約の
届出を提出している方は対象外です。

届出期間
土地の所有者となった日から９０日以内に、取得した土地
のある市町の長に届出をしてください。

届出事項
届出書には、届出者と前所有者の住所氏名、所有者になっ
た年月日、所有権移転の原因、土地の所在場所・面積、土
地の用途等を記載します。添付書類として、登記事項証明
書（写しも可）又は土地売買契約書など権利を取得したこ
とが分かる書類の写し、土地の位置を示す図面が必要です。

※詳しい内容につきましては、中部森林整備事務所までお問い
合わせ下さい。＜連絡先0748-22-7717＞ (山本し)

森林を購入または、相続

した人は届け出が必要に

なります！

東近江市市子松井町ふたば保育園では、施設の備品が
更新時期を迎えたため、園児達に木製品を使うことで木
のぬくもりや香りのよさ質感など木の特性を感じてもら
い、これらを通して、環境保全につながる保育を行うこ
とを目的に、平成２１年度から「びわ湖材」を使った木
製品の導入に取り組んでおられます。

各保育室には、キャスター付きテーブル、絵本箱、おもちゃ箱付きベンチがあり、絵本
を読んだり、おもちゃで遊んだり、園児達は多くの時間、木製品に触れています。

また、図書室には、傾斜型書架、ラウンドテーブル、リブロベンチがあり、親子で読書
する等、一緒に過ごすスペースとして供用されており、木製品が増えてから、利用時間が
増えたそうです。今後も、木製品の整備を計画されており、乳児室の衝立や、高さの低い
テーブル等を検討されています。

＜整備の内容＞
平成２１年度 キャスター付きテーブル１５基
平成２２年度 おもちゃ箱付きベンチ６基 テーブルセット３セット

絵本箱４基 絵本展示棚１基
平成２３年度 傾斜型書架３基 おもちゃ箱付ベンチ５基

ラウンドテーブル４基

ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ･おもちゃ箱付ベンチ 絵本箱

傾斜型書架 おもちゃ箱付ベンチ
２０１1．Vol,8
竜
王
町
川
守

里
山
を
愛
す
る
会

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
た
途
端
、
あ
た
り
が

薄
暗
く
見
通
し
が
悪
い
地
面
は
、
草
刈
り
機

で
下
草
を
刈
っ
た
後
の
よ
う
に
土
肌
が
露
出

に
自
転
車
置

き
場
を
設
置

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

壮
年
会
五
周

「
雪
野
山
」



協力団体２２団

ブース・展示多数！

参加者なんと２０００人

超えました～皆様、ありが

とうございました

みんなの森づくり活動支援事業 「流域森林づくり委員会推進事業」 編琵琶湖森林づくり事業 紹介

『琵琶湖森林づくり事業』とは？

平成１６年 4 月に施行されました「琵琶湖森林づくり条例」の理念に基づき、琵琶湖と人々の暮らしを支える森

林づくりを進めるものです。県民の皆様から「琵琶湖森林づくり県民税」をいただき、「琵琶湖森林づくり事業」と

して様々な事業を実施しています。

平成 22 年度からの 5 カ年は、「急がれる県産材の安定供給体制の整備と地球温暖化防止森林吸収源対策による森

林の保全整備の推進」をテーマに取り組んでいます。

森林所有者の皆様へ ⇒ 環境を重視した森林づくり

県民の皆様へ ⇒ 県民協働による森林づくり

流域森づくり委員会

滋賀県では、流域ごとに森林所有者や林業団体、木材・建築業関係者、

ＮＰＯ団体、研究者などが集まった委員会が設置されています。各委員会

では、その流域の森林づくりのあり方について、県や市町等への提案を行

ったり、森林づくりに関する活動を行っています。

中部森林整備事務所管内には、近江八幡市・東近江市・日野町・竜王町

を区域とする東近江流域森林づくり委員会と彦根市・犬上郡・愛知郡を区

域とする湖東流域森林づくり委員会があります。

湖東流域

森林づくり委員会

「あかねの森づくり構想」
東近江流域森林づくり委員会では、地域の宝物である森林を、孫・子が安心

できる姿で引き継いでいくために「何をすればいいのか」を考え、行動するき

っかけとして、平成 21 年 3 月にあかねの森づくり構想を作成しました。

※構想の詳細については HP で紹介していますのでご覧ください。

→http://www.pref.shiga.jp/yokaichi-pbo/ringyo/iinkai/h-iinkai.html

「琵琶湖森林づくりへの施策提案書」
湖東流域森林づくり委員会では、これからの森林のあるべき姿を目指し、現地

調査や委員会活動を通じて議論を重ね、このたび滋賀県に対し、下記の 5 項目に

ついて施策提案を行いました。

１．山を身近に感じるプロジェクト（ポイント旗設置事業）

２．森林専門官認定事業の創設

３．災害に備えた地域産木材需給体制の整備

４．切り捨て間伐補助制度の創設

５．森林セラピー基地の整備

滋賀県では提案を受けた内容について、協議検討を行い、事業化できるものや

提案を活用するもの、すでに実施中のものや活用が困難なものに分け、その検討

結果を HP 等を通じて公表することとしています。

県の HP に公表されたのち、もりんちゅ湖東でも検討結果の報告など取り扱い

たいと思います。なお、提案された 5 項目の詳細については中部森林整備事務所ま

でお問い合わせください。 （山本し）

平成２２年度から、この構想に基づき地域

材の魅力を高め、自然と共にある豊かな暮ら

しを実現するための活動を行っています。

まずそのために当委員会では、魅力ある地

域材の生産ができることを目標に、建築用材

の課題である木材乾燥をテーマとして検討を

行ってまいりました。

今年度は、現地調査や木材乾燥に関心を持

つ業者を応援しながら、消費者ニーズや地域

の実情に合った川上、川中、川下が一体となった木材安定供給体制のモ

デルづくりについて活動を行っています。 （山本あ）
木材乾燥機視察

森林現地調査

湖東流域森林づくり委員会では、森の恵みと現状や森に関わる活動を、より多

くの方に知っていただこうと、平成 22 年より「ＫＯＴＯ森くらしフェスタ」を

開催しています。

２回目となる今回は、森林・林業・木材等の役割や重要性等、とりわけ東日本大震災等の教訓をもとに災害に強い森

林づくりや災害に備えた地域産木材の利活用等について発信・交流する機会を設けました。特に木のかおる実物大の『み

んなの物置』や災害用の間伐材組立式避難所間仕切りなど、木材の新たな利用提案を行い、来場者に木のよさをアピ－

ルすることができました。

開催日時 平成２３年１０月２１日（金）～１０月２３日（日）

開催場所 ビバシティ彦根（１階フロアー）ｾﾝﾀｰﾌﾟﾗｻﾞ･ｾﾝﾀｰﾓｰﾙ

テ－マ 健全な森林づくりと木材利用～災害への備えと地域産材の活用～

催し内容 パネル展示、実物展示、相談ブース、体験

ＫＯＴＯ森くらしフェスタ２０１１

を開催しました！

間伐材組立式避難所間仕切り

の展示コ－ナ－

出展：秦川山生産森林組合

木のかおる「みんなの物置」

提案コ－ナ－

出展:淡海里の家事業協同組合

＊物置の手作りキッドです！

緑化相談コ－ナ－

出展：（財）滋賀県緑

化推進会

※樹木医さんが相談

にのってくれました

よ

木工クラフトコ－ナ‐

出展:滋賀県立大学多

賀木匠塾

※大学生のお兄さんお

姉さんが一緒に遊んで

くれました！

店の入口に足湯出現！

出展:おうみ木質バイオマス研

究会

＊木質ペレットによる移動式足

湯です。スト－ブの展示もあり

ました。

さらに詳しいイベントレポートを中部

森林整備事務所のＨＰで紹介していま

す！ぜひ、のぞいてみてください。

（山本あ）

「がんばれフクロウ君塾」

災害に強い森づくりの紹介

出展：滋賀県


